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長期保証を付した新設アスファルト舗装工事の試行結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．試行箇所： 日本海沿岸東北自動車道 山形県鶴岡市内 

２．工 事 名： 鶴岡地区舗装・維持補修工事 

３．試行の概要 

 （１） 保証期間は舗装工事完了後３年間 

 （２） 性能を規定する項目 

１）わだち掘れ量 

２）ひび割れ率 

３）排水性舗装の浸透水量 

 ※「長期保証」の詳細については、別添の「資料２」を参照してください。 

４．試行の結果 

  ・工事完了３年後のわだち掘れ量及びひび割れ率の測定値は、全て設定した性能規定 

値を満足しており、適切な施工により良好な品質が確保されていることを確認。 

  ・排水性舗装の雨水浸透機能の維持については、各年の浸透水量の測定結果より、設 

定した性能規定値を下回ることがなかったため、性能回復の措置は不要であった。 

※測定結果詳細については、別添の「資料１」を参照してください。 
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東北地方整備局では、平成２１年度からアスファルト舗装の新設工事完了から一定期間

経過した後の性能保証を求め、受注者に一層丁寧な施工などを心がけてもらうことで、道路

舗装のさらなる耐久性向上と長寿命化を図ることを目的とした試行工事を行っています。 

この度、新設舗装の性能規定に加えて排水性舗装の雨水浸透機能の維持を含めた道路

の維持管理を一体で契約し、道路舗装の耐久性向上と維持管理の効率化を目的とした工

事について保証期間を満了したことから、試行結果についてお知らせするものです。 

なお、当該工事は試行中の工事において、初めて保証期間を満了した工事となります。 
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位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事概要 

工 事 名： 鶴岡地区舗装・維持補修工事 

工   期： 平成 23 年 8 月 13 日～平成 27 年 3 月 31 日（工事施工完了 H24.3.23） 

箇   所： 日本海沿岸東北自動車動 あつみ温泉 IC～鶴岡 JCT 料金所 

        山形県鶴岡市大岩川～山田 地内 

工事内容： 新設舗装区間  L=1,400m （うち長期保証対象区間 L=1,000m） 

        維持管理区間  L=24.8km 

 

 

試行結果 

 

工事完了後の測定値は、全ての値が設定した性能規定値を満足しており、適切な施工により 

良好な品質が確保されていることを確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
   

 

 

 山形県 

新設舗装区間  L=1,400m 

日本海沿岸東北自動車道 

 

最大値 最小値 平均値

３年後 8mm以下 8mm 3mm 5.5mm

３年後 20％未満 2.4% 0% 0.10%

施工直後
 1,000ml/15秒

以上
1,382ml/15秒 1,158ml/15秒 1,271ml/15秒

１年後
900ml/15秒

以上
1,367ml/15秒 1,190ml/15秒 1,265ml/15秒

２年後
800ml/15秒

以上
1,220ml/15秒 1,066ml/15秒 1,171ml/15秒

３年後
700ml/15秒

以上
1,263ml/15秒 822ml/15秒 1,116ml/15秒

工事完了後の測定値

わだち掘れ量

ひび割れ率

浸透水量

性能規定値

（うち長期保証対象区間 

L=1,000m） 

鶴岡 JCT 料金所 

維持管理区間 
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